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クリプトスポリジウム集団感染事故の概要

2

- 2024年5月，英国南西部のBrixhamで送水管の空気弁ケーシングが破損1)

-空気弁は牧場内にあり，クリプトスポリジウムを含む畜牛の糞尿が汚染源の可能性2)

- 5月13日に8人のクリプトスポリジウム症患者発生を検知，水質検査を実施3)

- 15日に17,000世帯に煮沸通告，18日にAlston給水区域（14,500世帯）は解除1,3)

- 30日時点で100人以上がクリプトスポリジウム症と診断4)

- 7月8日にすべての給水区域において煮沸通告解除（674世帯ではおよそ8週間） 5)

1) https://www.southwestwater.co.uk/about-us/latest-news/south-west-water-to-reduce-boil-water-notice-area-in-brixham-after-all-clear-test-results (18 May 2024)
2) https://metro.co.uk/2024/05/17/parasite-devon-water-caused-cow-manure-revealed-20856971/
3) https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/brixham-event-summary.pdf 4) https://www.bbc.com/news/articles/c0337j145v3o
5) https://www.southwestwater.co.uk/about-us/latest-news/south-west-water-lifts-cryptosporidium-boil-water-notice-for-all-remaining-customers (08 Jul 2024)



汚染されたHillhead配水池と周辺環境

3https://www.southwestwater.co.uk/about-us/latest-news/video-updates-brixham



対応の概要

汚染された給水区域での対応・対策

4https://www.southwestwater.co.uk/about-us/latest-news/we-continue-to-learn-lessons-following-the-cryptosporidium-outbreak-in-brixham 

-ボトル水の配布
-採水とクリプトスポリジウム検査
- 34 kmに渡る配水管をフラッシングにより27回洗浄
-送水管と配水管をアイスピグやスワブで洗浄（17フェーズ）
- UV照射装置とMF膜処理を配水管網に設置（家庭に給水されるまでに2〜3回処理）
- 1.2 kmの新しい管を敷設



事故対応に関する広報

5https://www.southwestwater.co.uk/about-us/latest-news/video-updates-brixham

・事業体ウェブページでの情報提供

対策作業の内容等を動画でも解説
（5月18日〜6月18日）

フラッシングやアイス
ピグによる洗浄をアニ
メーションで解説

可搬型UV照射装置や
膜処理装置を紹介

・ 事業体SNSアカウントからの情報提供
・メディアによる情報発信

・住民説明会の開催

・リーフレットの配布

フラッシングによる洗
浄作業を紹介

ドローン撮影による作
業の進捗説明



洗浄作業の説明（住民説明会資料より）

6https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/kingswear-drop-in-170624.pdf



対策作業の進捗の説明（住民説明会資料より）

7https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/kingswear-drop-in-170624.pdf



クリプトスポリジウム測定結果の報告（事業体ウェブページより）

8https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/daily-cryptosporidium-results-2nd-july.pdf



クリプトスポリジウム測定地点と煮沸通告の有無

9https://www.southwestwater.co.uk

6月12日 6月15日

6月26日 7月2日



クリプトスポリジウム測定結果の報告（事業体ウェブページより）
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9月中旬まで毎日検査

煮沸通告解除後に極低濃度
で検出されることも

https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/daily-cryptosporidium-results-11th-november-2024.pdf



低濃度で検出される場合があることの説明
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時々クリプトスポリジウムが低濃度で検出される採水地点があるかもしれない

給水システムへの汚染源はこれ以上存在しない

クリプトスポリジウムの検出レベルは病気を引き起こす濃度レベルより低い

追加の処理システムは設計通りに稼働しており，給水システムを有効に保護している

https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/daily-cryptosporidium-results-20th-november-2024.pdf



煮沸通告の解除に係る広報（リーフレット）

12https://www.southwestwater.co.uk/siteassets/documents/service-updates/brixham/brixham-lift-bwn-info-leaflet-hh.pdf



まとめ

2024年5月に英国南西部のBrixhamで発生した水道水を介したクリプトスポ
リジウム集団感染事故とその対応について報告した

p 送水管の空気弁ケーシングが破損し，水道水がクリプトスポリジウムを含
む畜牛の糞尿に汚染され，100人以上がクリプトスポリジウム症と診断

p 送水管と配水管をフラッシングやアイスピグ等で洗浄，UV照射装置とMF
膜処理装置を配水管網に設置，新しい管を敷設等の対応・対策がとられ，
クリプトスポリジウムの不検出を確認して，煮沸通告が解除

p 対応や対策作業は，ウェブページやSNS等で図や動画を用いて広報
p クリプトスポリジウム検査結果は，ウェブページで一定の期間は毎日報告

事故を教訓にして・・・

p 「断水時に弁室内の汚水、土砂等を吸引することがあるため、弁室内は常
に清掃しておく。」（日本水道協会，水道維持管理指針2016，P.486，
8.7.3 空気弁）に基づく管理の徹底が重要

p 汚染された給水区域で採水・検査する試料の体積，有効な濃縮・精製方法
（特に鉄さびを含む試料からのオーシスト精製方法）を検討しておく必要
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